
- 1 -

◆第７回 球磨川流域治水協議会 

議事録 

 

日 時：令和５年６月６日（火）１３：００～１５：００ 

場 所：熊本県防災センター３階 ３１２～３１４会議 

出席者： 国 熊本地方気象台 後藤台長 

九州農政局 宮﨑局長 

九州森林管理局 矢野局長 

九州地方整備局 藤巻局長、島本河川部長 

県 蒲島知事、亀崎土木部長、府高球磨川流域復興局長、 

流域市町村長 福島八代副市長、松岡人吉市長、竹﨑芦北町長、 

森本錦町長、北口あさぎり町長、日田多良木副町長、長谷湯前町長、 

中嶽水上村長、吉松相良村長、木下五木村長、内山山江村長、 

松谷球磨村長 

司会 九州地方整備局河川部 服部河川調査官 

 

司会） 

 それでは、定刻になりましたので、只今より第７回球磨川流域治水協議会を始めさせて

いただきます。 

 本日の進行を担当します九州地方整備局河川部の服部です。どうぞよろしくお願いいた

します。 

 会場の皆様方におかれましては、円滑な運営に御協力いただきますようお願いいたしま

す。 

 まず、出席者の紹介については、出席者名簿及び座席表に代えさせていただきますの

で、御了承ください。 

 それでは、開会に当たりまして、お二方から御挨拶をお願いいたします。 

 まず初めに、蒲島熊本県知事様に御挨拶をお願いいたします。よろしくお願いいたしま

す。 

 

熊本県 知事） 

 皆さんこんにちは。 

 本日はお忙しい中、九州地方整備局の藤巻局長、流域の市町村長はじめ多数の関係者の

皆様に御参加いただき、誠にありがとうございます。 

 令和２年７月豪雨災害の発生から間もなく３年となります。国、流域市町村の皆様に

は、被災地の一日も早い創造的復興と球磨川流域の安全・安心の確保に向け、治水・防災

対策に御尽力いただいております。心より感謝申し上げます。 

 本協議会は昨年６月以来の開催となります。この間、昨年８月には「緑の流域治水」の

理念を盛り込んだ「球磨川水系河川整備計画」を国と連携し、策定いたしました。現在、

この計画に基づき新たな流水型ダム、河道掘削、宅地かさ上げ等の河川区域の対策の他、

治山、砂防、田んぼダム、避難体制の整備など流域全体で治水対策に取り組んでいます。 
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 本日は、九州農政局、九州森林管理局、熊本地方気象台の皆様にも御出席いただいてお

ります。球磨川流域の治水・防災対策の進捗状況などについて、関係機関の皆様と認識を

一つにすることで、さらなる取組の推進につなげていきたいと考えています。 

 また、先月２９日には平年より約１週間早く、本県を含む九州北部など５つの地方での

梅雨入りが発表されました。本日の会議を通じて、出水期の備えと危機感を共有し、その

ことを県民の皆様に発信することができればと考えています。 

 本日はどうぞよろしくお願いします。 

 

司会） 

 ありがとうございました。 

 続きまして、九州地方整備局長の藤巻より挨拶を申し上げます。 

 

九地整 局長） 

 皆さん、こんにちは。整備局の藤巻でございます。 

 最初にちょっとお詫びでございますが、不摂生で、エアコンでちょっと喉をやられまし

て、こういう声になっております。お聞き苦しくて申し訳ありません。コロナは陰性でご

ざいましたので、出席させていただくことになりました。本当にありがとうございます。 

 ７回目を数えるこの流域治水協議会、本日も蒲島知事や１２市町村長の皆様方、農政

局、森林管理局、気象台の皆様方の御臨席の下に開催できますこと、本当にありがとうご

ざいます。 

 豪雨から３年たつわけでございますが、改めて亡くなられた方にお悔やみを申し上げた

いと思いますし、今もなお現在進行形で復興に携わっておられる皆様に、あるいは被害に

遭われた皆様にお見舞いを申し上げなければいけないと思っています。 

 知事が提唱されております「緑の流域治水」、あるいは去年、皆様と一緒につくらせて

いただいた河川整備計画に基づいた治水対策については、地方整備局としても全力を尽く

して参りたいと思っております。 

 例えば、まちづくりと治水はどうしても一体不可分でございますので、私ども整備局の

まちづくりを担当する部署と治水を担当する部署と一緒になりまして、流域治水推進室と

いう新しい組織を今年の４月に始めました。また、八代河川国道事務所をはじめとして、

各事務所に流域治水課という組織を新たに設けたところでございます。そういった形で流

域治水を少しでも進めようと思っております。遊水地しかり、輪中堤しかり、そういった

ものも整備していく中で、先月２７日には県からお預かりしておりました９つの支川の応

急対策を終えることができましたので、県にお返しすることができました。そういった進

んでいるところもありますが、まだまだこれから頑張らなければいけないところも多々ご

ざいます。 

 また、そういったハード整備だけではなくて、やはり流域治水というのは、治水という

か、自ら身を守る、我がことと考えていただくようなソフト対策も大変重要だと思ってお

ります。まさに住民が主役ということになるわけではありますが、そういった意味では皆

様と一緒になって、流域タイムラインを今つくりつつあるところでございますし、本日も

いらっしゃっているＮＨＫさんや民放４局に御協力いただいて「逃げるスイッチ、オン！」
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という共同キャンペーンを頑張っていただいている御当地でございます。そういったハー

ド、ソフトが相まって、地域の安全を高めていく、そして、地域の創造的復興を下支えし

ていく、そういったことを皆さんと一緒に全力を尽くして参りたいと思っておりますの

で、何とぞよろしくお願いいたします。 

 結びとなりますが、本日の協議会がお互いにとって実り多いものになることを心から祈

念申し上げまして、甚だ粗辞でございますが、冒頭の挨拶に代えさせていただきます。本

日は何とぞよろしくお願いします。 

 

司会） 

 ありがとうございました。 

 報道機関の皆様、誠に申し訳ありませんが、カメラによる撮影につきましてはここまで

とさせていただきます。「報道関係者席」と表示された席にお戻りいただきますよう、御

協力のほどよろしくお願いいたします。 

 それでは、只今より議事に入ります。 

 まず、資料の説明に移らせていただきます。 

 まず、資料－１から資料－３まで通しで説明いただきたいと思います。資料が盛りだく

さんとなっておりますので、各機関の皆様、ポイントを絞って説明するなど、御協力のほ

どよろしくお願いいたします。 

 それでは、資料－１、令和５年出水期までの取組について、国土交通省八代河川国道事

務所及び熊本県より説明をお願いいたします。 

 

八代河川国道事務所長） 

 八代河川国道事務所所長の宗でございます。資料－１から３を通して説明させていただ

きたいと思います。 

 それでは、右肩に「資料－１」と記載のある資料を御用意いただければと思います。令

和５年出水期までの取組（災害復旧状況）について、御説明をさせていただきます。 

 １ページ目をお願いいたします。こちらは国管理区間の堤防等の災害復旧状況です。前

回のこの会議の場で御説明してきたとおりでございますが、令和２年７月豪雨により被災

した堤防決壊２箇所、護岸等の被災２９箇所について、令和４年出水期までに全ての災害

復旧工事を完了しております。 

 ２ページをお願いいたします。国が権限代行により災害復旧を行った９つの支川の状況

ですが、護岸等の被災を被った全１４０箇所について令和５年３月までに完了するととも

に、河道内の土砂約２０万㎥の掘削を行ったところです。先月２７日には工事完成式を開

催し、熊本県へ引渡しを完了したところです。 

 

熊本県 河川港湾局長） 

 熊本県の土木部河川港湾局長の村山でございます。 

 ３ページをお願いいたします。県管理区間と市町村管理河川の復旧状況を御報告いたし

ます。 

 上の四角囲いのとおり、令和２年７月豪雨では、県・市町村合わせて６８５箇所の施設
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被害が発生をいたしました。このうち、今年５月末までに約９割の復旧工事を契約しまし

て、被害箇所のおよそ６割の３９８箇所で工事を完了させることができました。引き続

き、一日も早く全ての復旧工事を完了させるよう取り組んで参ります。 

 以上で資料－１の説明を終わります。 

 

八代河川国道事務所長） 

 続きまして、右肩に「資料－２」と記載のある資料を御用意ください。河川整備計画の

策定を踏まえた流域治水プロジェクトの更新等について御説明いたします。 

 １ページ目をお願いいたします。 

 前回の流域治水協議会以降、「球磨川水系河川整備計画」を国交省、熊本県で共同して、

令和４年８月９日に策定いたしました。本整備計画の特徴として、１つ目は、気候変動の

影響による降雨量の増大を踏まえた想定し得る最大規模までの洪水を想定し、あらゆる関

係者が協働して取り組む「流域治水」を具体的に盛り込んだ計画であるということ、２つ

目は、国管理区間と県管理区間の策定を同時に進め、本川、支川、流域の連携を図った計

画である点が挙げられます。このような特徴を併せ持った河川整備計画は全国で初めてで

す。 

 ２ページをお願いいたします。 

 河川整備計画に掲げられた河川対策のメニューや砂防対策などを反映、更新したもので

す。右の箱書きにありますように、赤枠が「氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策」、

それから、オレンジ枠「被害対象を減少させるための対策」、緑枠が「被害の軽減、早期

復旧・復興のための対策」であり、それぞれの取組箇所を左側の図に示しております。国

・県・市町村等が連携し取り組むことで、令和２年７月洪水と同規模の洪水に対して、人

吉市の区間等で越水による氾濫防止、中流部において家屋の浸水防止など、流域における

浸水被害の軽減を図ることとしております。引き続き、令和２年７月豪雨災害からの早急

な地域社会の復興に向けて、流域のあらゆる関係者が協働し、さらにまちづくりと連動し

て、治水対策に取り組んで参ります。 

 ３ページをお願いいたします。プロジェクトのロードマップです。 

 まず、おおむね５年の第１段階として、堆積土砂の撤去や災害復旧工事に加え、河道掘

削を進め、輪中堤・宅地かさ上げは完成させることとしております。遊水地、引堤等に必

要な用地の確保にも努めて参ります。また、下流部の河道掘削、堤防補強等を推進すると

ともに、流水型ダム、市房ダムの再開発の調査・検討に着手、県区間においては放水路整

備や河道掘削等の推進、下水道施設の整備、災害危険区域・被災市街地復興推進地域の指

定の検討、ハザードマップの作成等を推進します。また、後ほど各機関から御説明いただ

きますが、砂防関係施設の整備、下水道等の排水施設の整備、雨水貯留・雨水浸透施設整

備、水田の貯留機能の向上、森林の整備・保全、治山施設の整備等についても進めて参り

ます。 

 次に、第２段階としては、遊水地の早期完成及び人吉地区における河道拡幅、引堤、県

区間における堤防整備等の完成を図るとともに、引き続き、流水型ダム、市房ダム再開発

の推進、下流部の河道掘削、堤防補強等を推進し、上下流バランスに配慮しながら、上流

部の河道掘削の検討を行っていきます。併せて、田んぼダムの普及・拡大にも努めていく
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こととしております。 

 令和１２年以降につきましても、下流部の堤防補強対策、流水型ダム、市房ダム再開発、

上下流バランスに配慮しながら人吉地区並びに上流部の堤防整備、河道掘削を実施しま

す。また、水防災教育に関する支援や関係機関が連携した水防訓練などを継続していくこ

ととしております。 

 ４ページをお願いいたします。 

 今年３月には、４回目となる「学識経験者の意見を聴く場」を開催し、進捗状況などを

報告して、御意見を伺いました。主な御意見としまして、小さなエリアから流域治水の取

組効果の見える化、超過洪水への対応、川辺川の流水型ダムに関する御意見、水害の経験

を踏まえた復旧型のまちの再デザインなどの御意見をいただいたところです。 

 関係機関と共に球磨川流域治水プロジェクトの各施策を進めていく上で、いただいた意

見を組み込みながら進めて参る所存であり、特に取組の見える化については、追って関係

機関より進捗状況も含めまして共有させていただく予定でございます。 

 ５ページをお願いいたします。 

 今年の３月に令和２年７月豪雨において被害が甚大であった人吉市街部右岸流入河川

エリアを対象に、人吉市、山江村、熊本県と八代河川国道事務所の４者が連携して、当該

エリアにおける流域治水対策の深化を目的に検討を開始したところです。引き続き、内水

対策、山地対策として、被害軽減に必要な施策の立案、事業化を目指しており、この検討

結果は本協議会でも報告するなどして、球磨川流域内の小流域での横展開などに繋げてい

きたいと考えております。 

 続きまして、右肩に「資料－３」と記された資料を御用意ください。流域治水プロジェ

クト取組状況について御説明をいたします。 

 それでは、次のページから各機関での取組状況について紹介させていただきます。 

 １ページをお願いいたします。まずは、国管理区間での河川区域での対策について説明

いたします。 

 ２ページをお願いいたします。 

 左側流域図の下段、国管理区間における河道掘削の進捗状況としては、令和２年７月豪

雨により堆積したと推定した土砂量約１２５万㎥の掘削は全て完了しております。これに

加えて、令和５年５月末現在で約８９万㎥の掘削が完了しております。 

 河道掘削に際しては、右上段に写真を幾つかつけておりますが、球磨川特有の河川景観

を呈している岩や巨石、瀬や淵といった良好な河川環境に配慮しながら、引き続き河道掘

削を推進しているところです。 

 ３ページをお願いいたします。 

 他にも河道掘削を実施していくにあたり、アユ漁、船下り、カヌー利用者といった利活

用の観点にも配慮しながら、利用者の方々の意見を伺いながら取り組んでおります。ま

た、掘削工事に伴う濁水の抑制のために沈砂池を設けるなど、引き続き河川環境への影響

に配慮した施工に取り組んで参ります。 

 ４ページをお願いいたします。輪中堤・宅地かさ上げの進捗状況です。 

 熊本県、八代市、芦北町、球磨村と連携しながら事業説明会を順次開催し、地元との合

意形成に努めるとともに、設計及び用地調査等を実施しているところです。説明の際に
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は、右側に掲載しているように、３次元データを活用して、整備後のイメージがより分か

りやすく、伝わりやすいように工夫をしております。 

 今年２月には、球磨村神瀬地区において着工式を執り行いました。他の地区でも調整が

整い次第、工事着手し、令和７年度に完了するよう進めていくこととしております。 

 ５ページをお願いいたします。引堤・遊水地の進捗状況です。 

 右側に、球磨村渡地区における今年２月に開催した地元説明会の写真をつけております

が、令和５年度に工事着手するといった具体的な事業スケジュールもお伝えしながら、事

業の見える化といった観点でも取り組んでいるところです。 

 また、相良村の遊水地についても、５月の説明会の中で今年秋頃から工事着手すること

を説明したところで、今後、平時の利活用についても村と一緒になって検討を進めていき

ます。 

 人吉市内の遊水地整備予定箇所においても用地協議を進めさせていただいている中、遊

水地整備後の利活用の面でも検討・調整を行っているところです。 

 

川辺川ダム砂防事務所長） 

 川辺川ダム砂防事務所長の齋藤でございます。 

 ６ページお願いします。 

 昨年、お示しした流水型ダムのロードマップですが、今年度は環境影響評価のための環

境調査、環境検討を行っており、併せてダムの本体の調査・設計、模型実験などを行って

おります。１日でも早く地域にお示しができるように、検討を進めて参ります。また、地

域振興や生活再建に係る協議または実現に向けた連携も行っていき、協議が整ったものか

ら速やかに着手して参ります。 

 ７ページをお願いします。 

 現在、環境影響評価法に基づくものと同等の環境影響評価の手続きを行っており、昨年

度１１月に方法書に相当する方法レポートを公表し、県知事や一般の方々から御意見をい

ただき、昨日開催した第６回流水型ダムの委員会にて御意見に対する対応方針（案）など

を説明していただきました。また、ダム施設等の設計の検討状況についても説明いたして

おります。 

 今後、これらの内容について複数回、環境委員会を開催し、その後、環境影響評価の調

査・予測・評価の結果や環境保全措置等を記載した準備書に相当する準備レポートを公表

していく予定です。 

 ８ページをお願いします。 

 川辺川の流水型ダムは、現在、放流設備などのダムの構造の設計を行っております。水

理模型実験などにより詳細に検討して、様々な改良を繰り返し実施し、川辺川への環境影

響を極限まで抑えた構造案を追求しているところです。 

 昨日開催した第６回環境委員会は、土木研究所がある茨城県つくば市で開催し、委員の

方々にも水理模型実験を視察していただきました。また、環境委員会で流した水理模型実

験の動画も川辺川ダム砂防事務所のホームページに掲載しております。 
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熊本県 土木技術審議監） 

 熊本県球磨川流域復興局土木技術審議監の菰田です。 

 ９ページをお願いいたします。新たな流水型ダムの事業の方向性・進捗を確認する仕組

みについてです。 

 新たな流水型ダムが安全・安心を最大化するものであるとともに、球磨川、川辺川の環

境に極限まで配慮し、清流を守るものとして整備が進められているのか、事業の方向性や

進捗を確認する仕組みがスタートしました。 

 昨年１２月に第１回会議を開催し、流水型ダムの構造や環境影響評価について、現在の

検討及び進捗状況等を確認しました。また、流水型ダムに関する情報の県民への周知を図

るため、第１回会議の内容について新聞広告を実施しました。 

 引き続き、国・県・流域市町村だけでなく、流域住民の皆様も一体となって事業の方向

性や進捗を確認するとともに、流水型ダムに関する情報の県民への周知を図って参りま

す。 

 以上です。 

 

八代河川国道事務所長） 

 八代河川国道事務所、宗です。１０ページをお願いいたします。 

 利水ダム等６ダムにおける事前放流等の実施については、令和２年５月に「球磨川水系

既存ダム洪水調節機能強化に係る協議会」で締結した治水協定に基づき、令和２年度出水

期から事前放流の取組を実施しているところです。 

 令和４年台風１４号による大雨の際にも事前放流がなされ、球磨川の水位低減効果を発

揮しました。引き続き、洪水調節機能の強化や予測精度の向上等を含め、取組を関係機関

と共に推進して参ります。 

 

熊本県 河川港湾局長） 

 熊本県の村山です。 

 １２ページより説明をいたします。県管理区間の堆積土砂の掘削状況です。 

 写真は河川の掘削として、左側にあります①球磨村の中園川、それから、②人吉市の万

江川、それから、右下の③五木村の川辺川、また、水上村の市房ダムの土砂撤去を④に示

しております。 

 上の四角枠のとおり、令和２年７月豪雨時の出水から今年の５月末までの間、熊本県が

管理する支川に堆積した土砂約１１９万㎥について撤去を完了しております。また、水上

村の市房ダムについては、これまでに約４７万㎥の堆積土砂を撤去しました。引き続き、

河川の流下能力の維持やダムの洪水調節容量の確保を図って参ります。 

 １３ページをお願いいたします。 

 河道内の堆積土砂の撤去に当たりましては、平水位より高い堆積土砂を掘削することに

より、水際の植生を保全するとともに、みお筋を確保しております。また、施工中には濁

水の拡散防止を図るため、汚濁防止フェンス等を設置して施工しております。今後、流下

能力の向上を図る河道掘削を行う際にも、これらの施工事例や知見を活用して参ります。 

 １４ページをお願いいたします。御溝川の整備状況及び堤防整備等について御説明をい
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たします。 

 県が管理する支川においては、「緑の流域治水」の考え方に基づき、田んぼダムなど集

水域での対策と連携しつつ、市町村の復興まちづくり計画等も踏まえ、河道断面の確保な

どの河川整備を推進していきます。五木村の川辺川やあさぎり町の田頭川においても、早

期完成に向けて測量設計などを実施しております。 

 また、人吉の中心部では、土地区画整理事業が進められている青井地区や人吉駅周辺を

含む市街地の浸水被害を解消するため、左側の図に示している御溝川において３つの放水

路整備を進めており、二次放水路については、令和５年度末の完了を目標に整備を行って

おり、５月末時点の整備済み延長は７００ｍとなります。 

 また、右図の山田川においては、中心市街地における土地区画整理事業と連携して、堤

防強化を実施することとしております。街のにぎわいづくりに資するよう、まちづくり協

議会で平時の利活用を検討しまして、小段の形状など整備内容を具体化しております。 

 １５ページをお願いいたします。 

 ここまで紹介したものの他に、八代市、芦北町、球磨村において、輪中堤、それから、

宅地かさ上げを実施することとしております。令和５年度は建物調査や詳細設計等を順次

進めて参ります。また、相良村では遊水機能を有する土地の確保・保全に向けて、用地買

収の説明会を行うなど、地域の皆様とコミュニケーションを取りつつ、支川の治水安全度

の向上に向けて取り組んでいるところです。 

 １６ページをお願いいたします。支川での対策として川内川の事例を報告いたします。 

 河川区域の対策に加えて、集水域の対策として、砂防事業、治山事業が連携して流域治

水を推進しています。これまでに、図の黄色で示している河川の河道掘削、護岸復旧、そ

れから砂防事業の仮設の土砂止め、治山事業の治山ダムなどが完了しております。また、

令和５年度末には新たに砂防堰堤１箇所が完成予定です。引き続き、３事業が連携して球

磨村神瀬地区の安全度向上に向けて計画を進めて参ります。 

 

川辺川ダム砂防事務所長） 

 川辺川ダム砂防事務所の齋藤でございます。 

 １７ページをお願いします。ここからは、集水域の対策について引き続き説明いたしま

す。 

 １８ページをお願いします。 

 川辺川流域では、昭和３８年から３か年連続して大きな土砂災害が発生したことを踏ま

えて、昭和４２年から直轄で砂防事業を実施しているところです。これまで、八代市泉町、

五木村、相良村の川辺川流域で１２２基の砂防堰堤が整備されております。令和３年度に

は、新たに４基の砂防堰堤が完成いたしました。今後、平成１６年、１７年の土砂災害と

同規模の崩壊に対し、川辺川の河床上昇による氾濫被害を解消及び家屋や施設を土砂災害

から守るために、砂防事業を進めて参ります。 

 また、川辺川流域における流域流木対策の取組として、令和５年３月に開催した砂防治

山連絡調整会議において、川辺川ダム砂防事務所のほうから、流木発生ポテンシャルの調

査結果について共有を行いました。今後、流域流木対策について林野部局と連携を図り、

計画策定を進めて参ります。 



- 9 -

 

九州森林管理局 計画保全部長） 

 九州森林管理局計画保全部長の池田でございます。 

 １９ページを御覧ください。九州森林管理局における治山施設整備の取組について御説

明させていただきます。 

 図の上段でございますけれども、芦北町の民有林において、国が代行している災害復旧

工事につきましては、令和４年度までに球磨川流域の５箇所の計画地全てが完成したとこ

ろでございます。また、左下の球磨川流域の国有林での災害復旧工事につきましても、令

和４年度までに１１箇所、計画地の全てが完成をしてございます。 

 右下にございますけれども、令和４年度からの取組といたしましては、流域保全総合治

山事業といたしまして、熊本県さんと連携をして、令和８年度までの５か年間で、流木捕

捉式ダムの整備や保安林整備を実施していくこととしております。 

 以上でございます。 

 

熊本県 森林局長） 

 熊本県農林水産部森林局長の中尾でございます。 

 ２０ページをお願いします。県による渓流域の土砂・流木の除去及び治山対策の取組に

ついてです。 

 左側１の「既設治山ダムの機能回復及び山地崩壊箇所の復旧整備」については、（１）

の表で単県治山事業による土砂撤去や、（２）の表で緊急治山事業等は、全箇所完了して

おりますが、例えば（２）の表の下から２段目の治山激特事業のように、他の災害復旧事

業との調整や、現場が奥地で予定どおり着手できていない箇所もありますが、確実な復旧

に向け、引き続き全力で進めて参ります。 

 次に、右側の２の「流域治水に資する今後の治山対策」については、流域保全総合治山

事業に取り組み、令和４年度からの５年間で、球磨南部と五木の２つの地域で流木を捕捉

するスリットダムや森林整備等を面的に実施することとしております。また、川辺川上流

域の五家荘地区において、令和６年度からの同事業の新規採択に向け、全体調査計画に今

年度から着手します。 

 次に、３の「事前防災としてのソフト対策の充実・強化」については、山地災害の未然

防止に万全を期すため、令和４年度から災害復旧の未着手箇所等のパトロール、航空レー

ザー解析による危険箇所の把握などに取り組んでおり、令和５年度も八代市や芦北町へ拡

大し、写真のような事前防災対策としてのソフト対策の充実・強化を進めて参ります。 

 続きまして、２１ページをお願いします。災害リスクを低減させる森づくりの推進でご

ざいます。 

 上の枠囲みのとおり、流域治水の取組として、森林の持つ様々な公益機能を最大限に発

揮させるため、災害のリスクを低減させる森づくりの推進を図ります。まず、１の「保安

林機能の高度発揮」については、（１）のように、森林の保水力向上や土砂流出を抑止す

るため、本数調整伐と併せて、写真のように、伐採した間伐材を活用して筋工を施工しま

す。また、（２）の渓流域における流木や倒木の除去についても、国の保安林整備事業を

活用して進めて参ります。 
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 次に、２の「再造林対策の強化」では、皆伐が増加傾向にある中、（１）で朱書きして

いるように、再造林面積の拡大に取り組む事業体に補助金のアップや林業未経験者を雇用

した造林事業体に必要経費を定額支援する取組などを進めます。また、（２）の皆伐が進

む球磨地域の再造林推進のための専門員を配置し、森林所有者等へ再造林の働きかけを強

化します。 

 右側３の（１）では、令和４年度に策定した「林地保全に配慮した林業のガイドライン」

の定着に向け研修会を実施し、壊れにくい道づくりなどに取り組む事業体を支援する他、

今年度は架線集材の技術普及など災害リスクを低減させる森づくりを加速化させ、経済活

動としての林業と県土保全の両立を目指して参ります。 

 以上です。 

 

熊本県 河川港湾局長） 

 続いて、熊本県の村山です。 

 ２２ページをお願いします。県の砂防事業について報告します。 

 右側の四角枠にありますとおり、緊急的に砂防堰堤の整備が必要な集落に近く、最も優

先順位が高い、真ん中に写真が出ておりますが、湯前町の中猪を含む全７箇所につきまし

ては、これまでに６箇所が工事を完了しまして、今年度中に残り１箇所も完了させる予定

です。また、次に優先順位が高い１０箇所については、これまでに１箇所で工事に着手し

まして、８箇所で用地交渉を行っており、順に工事を進めて参ります。また、万江川にお

きましては、都道府県事業としては、全国で初めてとなります土砂・洪水氾濫対策事業に

取り組んでおり、今後は測量や設計、用地交渉を進めて年度内の工事着工を目指して参り

ます。 

 ２３ページをお願いします。続いて下水道について報告します。 

 右下のフローにありますとおり、令和２年７月豪雨で被害を受けた施設の復旧を優先的

に進めた結果、昨年度末までに全ての施設で本復旧が完了しております。また、並行して

機能向上にも取り組んでおり、今年５月に八代市で雨水ポンプ場の改築工事が完成してお

ります。現在は、施設の耐水化として人吉市所管のポンプ場や錦町にあります浄化センタ

ーをはじめ、県の流域下水道でも着手するなど今年度も順次進めて参ります。 

 

熊本県 土木技術審議監） 

 熊本県、菰田です。 

 ２４ページをお願いいたします。雨水貯留・雨水浸透施設の整備についてです。 

 これまでの取組状況として、令和３年１１月から「「流域治水を核とした復興を起点と

する持続社会」地域共創拠点」の取組がスタートしました。この取組の一環として、球磨

川流域の県立南稜高校や球磨地域振興局、肥後銀行等で、雨庭がモデル的に整備されてい

ます。今後は、モデル的に整備した雨庭について、熊本県立大学を中心に雨庭への流入量

や流出量の計測及び効果検証等を行う予定です。さらに、県交付金における市町村への雨

庭整備に対する支援をメニュー化するなど、球磨川流域における雨庭のさらなる普及拡大

を図って参ります。 

 以上です。 
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熊本県 農村振興局長） 

 熊本県農林水産部農村振興局長の清藤でございます。 

 ２５ページをお願いいたします。農業用ダムやため池など農業水利施設の有効活用につ

いてです。 

 まず、農業用ダムの事前放流については、あさぎり町の清願寺ダムでは、令和２年度に

河川管理者と治水協定を締結し、降雨予測に基づく事前放流を実施しています。令和２年

度に１回、令和４年度には台風１４号の襲来時に実施いたしました。なお、事前放流を実

施した場合、雨が降らなかったときに貯水量が回復せず、営農への影響が懸念されること

から、利水者である土地改良区や町と協議しながら実施を行っております。 

 次に、農業用ため池など農業水利施設の取組については、球磨川流域にある５０箇所の

ため池のうち１９箇所のため池を防災重点農業用ため池に指定し、令和３年度までにため

池の取水施設などの現況調査を行ったところです。また、令和４年度までにため池のハザ

ードマップを作成しホームページに掲載するなどし、住民への周知を行っております。農

業用用水路であります幸野溝、百太郎溝では、降雨予測時に事前放流を実施し、洪水貯留

容量を確保しています。 

 今後は、清願寺ダムにおいては、事前放流と併せて、非かんがい期の低水管理に取り組

むことができないか、関係土地改良区との協議を進めております。農業用ため池について

は、今後、事前放流ができるよう施設の改修を進めるとともに、ため池管理者など利水者

と意見交換を行いながら合意形成を図り、地域一体となった流域治水の取組を推進して参

ります。 

 ２６ページをお願いいたします。田んぼダムの取組についてでございます。 

 これまでの取組状況についてですが、人吉・球磨地域において、令和４年度時点で４５

７ｈａに取組が拡大しており、本年度は目標であります５４０ｈａの達成に向けて、市町

村と連携して進めております。また、取組内容を広く県民にＰＲするため、新聞広告の掲

載及び「田んぼダムだより」の作成、配布を行いました。加えて、全県で普及拡大するた

めには、各地域の取組を牽引する人材の育成が重要であり、令和４年度から「田んぼダム

マイスター」の育成のための講習会や研修会を県内各地で開催しております。 

 取組の成果といたしまして、田んぼダムについて、２年に一度程度の大雨の場合は約８

割のピークカット効果があること、田んぼダムを実施しても農作物への影響がないことを

確認いたしました。 

 今後の取組としまして、今年度は県が国庫補助事業を活用して、排水桝の入替え工事や

推進活動をモデル的に実施いたします。また、引き続き、田んぼダムマイスターの育成や

情報発信、ノウハウの蓄積と共有を図って参ります。 

 説明は以上です。 

 

九州農政局 洪水調節機能強化対策官） 

 九州農政局洪水調節機能強化対策官の西尾でございます。 

 九州農政局からは、２７ページからの説明となります。農地・農業水利施設を活用した

流域の防災・減災の推進についてです。 
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 ２７ページの中央にイメージ図がありますが、都市・市街地の近傍や上流域には水田が

広がり、農業用ダム・ため池・排水樋門・排水機場が位置していることから、農林水産省

では、これらの農地・農業用水利施設の多面的機能を活用した流域治水の推進に資する施

設の整備から管理に至るまでの一連の取組を様々な事業制度で支援しております。 

 ２８ページをお願いいたします。農林水産省のホームページにて公表しております資料

にて説明いたします。 

 ２８ページ左側に、令和４年４月に公表しました「田んぼダム」の手引きについて紹介

しております。田んぼダムの取組には、畦畔の補強や排水枡の構造変更などの整備が必要

な水田もあります。そのための補助事業などの紹介もこの手引きの中でしておりますの

で、活用いただければと思います。右側にて「水田の活用」おける主な支援制度について

整理しております。 

 ２９ページをお願いいたします。 

 ２９ページにて、「ため池の活用」や「排水施設等の活用」、「農業用ダムの活用」に

向けた主な支援制度について整理しております。流域の防災・減災の推進に向けて、農林

水産省の支援制度を活用していただければと思います。 

 以上です。 

 

熊本県 土木技術審議監） 

 熊本県、菰田です。 

 ３０ページからは、被害対象を軽減させるための対策について御説明します。 

 ３１ページをお願いいたします。土地利用の規制・誘導の促進及びかさ上げ等による宅

地再生と高台等の安全な場所への移転促進を含む被災集落の再生についてです。 

 取組状況ですが、これまで、国・県・市町村が連携し、流域治水プロジェクトの説明会

や集落再生の方向性等に関する地域別説明会等を開催し、住民意見がまとまった箇所から

順次、個別事業の設計等に着手しております。本年２月には、球磨村神瀬地区において、

豪雨災害後初となる宅地かさ上げ事業が着工されました。 

 今後の取組として、引き続き説明会等を通じて住民の皆様の意向を把握するとともに、

集落再生の方向性について合意形成を図り、着実に事業を推進して参ります。 

 以上です。 

 

福島副市長） 

 お世話になっております八代市でございます。 

 ３２ページをお願いします。坂本支所等の整備について御説明します。 

 令和２年７月豪雨で被災しました坂本支所及びコミュニティセンターの再建の位置に

つきましては、有識者検討会の検討結果の報告を受けまして、令和３年３月の本市の復興

推進本部会議で、現位置付近一帯で再建することを決定しました。 

 坂本支所等の再建に向けましては、にぎわいの再生を図るため、まち機能の集約を含め

た整備を行うこととしております。施設再建の基本的な整備方針となる「八代市坂本支所

等整備基本計画」を本年２月に策定し、令和７年末の完成を目指しているところでござい

ます。絵を記載しておりますが、住民の皆様にも再建後のイメージができるように配置計
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画や建築計画等を踏まえたパースを作成しました。 

 また、球磨川沿いには、川と親しむ交流拠点としまして、平常時の利活用だけではなく、

地域の防災力向上に寄与する拠点の整備として、河川防災ステーションの整備計画につい

て、本年３月、国交省から登録承認をいただきました。４月２７日に藤巻九州地方整備局

長をお招きして、調印式も開催させていただいたところでございます。 

 今年度中に設計を終えまして、来年度から建設に入り、令和７年末の完成を目指して参

ります。 

 ３３ページをお願いします。 

 球磨川坂本地区川まちづくりの中核施設を担う「道の駅坂本」につきましては、球磨川

に接し山々に囲まれた、豊かな自然が大きな魅力の観光拠点施設でもあります。そこで球

磨川の眺望や川へのアクセス性を考慮しまして、治水安全度を高めるために国に整備して

いただきます輪中堤の高さまで施設敷地内に盛土を行い、再整備したいと考えておりま

す。 

 今後は、国や県の皆様と密接に連携を取らせていただきながら、既存施設の解体や敷地

造成を進めますとともに、並行して再整備する施設や配置計画に関する検討を進めまし

て、令和９年７月の供用開始を目指します。 

 八代市では、これら２つの施設を創造的復興のシンボルとしまして、坂本町の復興まち

づくりを強力に進めていく所存でございます。 

 以上でございます。 

 

人吉市長） 

 人吉市長の松岡でございます。 

 ３４ページをお願いいたします。本市におきましても、国や熊本県など関係する皆様か

らの御支援をいただきながら、復旧・復興に向けて様々に事業を推進しているところです

が、その中から主なものを御紹介させていただきます。 

 まず、中心市街地地区及び青井地区でございますが、令和４年度に土地区画整理事業の

認可をいただきまして、現在、令和１０年度の完成を目指し、地域の関係者で構成する復

興まちづくり推進協議会と協議を重ねているところでございます。併せて、熊本県が進め

ておられます山田川の整備ともしっかり連携を図りながら進めて参ります。 

 次に、災害公営住宅の整備でございますが、令和６年１月の入居に向けて、現在、相良

町に建設中でございます。また、東校区でも整備を予定しており、先日、事業者を選定し

たところでございます。 

 次に、中川原公園の復旧につきましては、国のほうに地盤を約２ｍ下げる工事をしてい

ただきましたので、今後、市で公園として復旧工事を行い、川まちづくり事業とも連携を

図りながら、利活用についても検討を進めます。 

 次に、この地図の中心にあります赤丸の部分になりますが、紺屋小町のオープンでござ

います。昨年の１２月に民間事業者が主体となって飲食店街が整備されました。現在、５

店舗の入居が決定しており、民間の活力による食の魅力の発信拠点として、まちなかのに

ぎわい創出を期待するところでございます。 

 次に、避難路の整備につきましては、優先して整備すべき重要路線の選定を行い、測量
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設計業務に着手しているところでございます。また、人吉城跡におきましては、石垣やの

り面、陥没箇所の復旧工事が完了し、球磨川鉄道につきましては、令和７年度中の全線開

通を目指し、第４橋梁の復旧工事を開始したところでございます。 

 以上、関係機関の御協力をいただきながら、着実に復旧・復興が進んでいるところでご

ざいまして、国や熊本県におかれましても、本市の復興に向けて引き続き力強い御支援を

賜りますようお願いいたします。 

 以上でございます。 

 

相良村長） 

 相良村の吉松でございます。３５ページお願いします。 

 相良村では地域住民による懇談会の開催や村づくり委員会などの意見を踏まえ策定し

た「復興むらづくり計画」に基づき、未来につなげる村づくりに向けた取組を進めており

ます。取組の一つとして、令和２年７月豪雨で浸水被害の大きかった地区を対象に、新た

に避難地及び避難路の整備を都市防災総合推進事業を活用し、今年度は用地取得や実施設

計を行い、早い地区では来年度工事に着手する予定です。また、いち早く木造仮設住宅法

を譲り受け、村有住宅として利活用し、災害公営住宅も昨年の１２月に完成するなど、被

災者の住まいの再建支援に取り組んでいます。 

 最後に、復興を後押しする取組として、川辺川などの村の魅力を生かした交流拠点の整

備に向けて、県の夢チャレンジ事業を活用し、実証実験やワークショップを開催し、今年

度は基本計画を策定する予定です。 

 以上です。 

 

球磨村長） 

 球磨村、松谷でございます。３６ページをお願いします。 

 球磨村では、令和４年３月に球磨村復興計画の具現化に向け、被災者の生活再建と災害

に強い村づくりに向けた復旧と備えを中心に村内５地域別の「復興まちづくり計画」を策

定しております。計画の見直しなどを適宜行いながら復興を進めているところでございま

す。今年度は、災害公営住宅の供用開始などにより、被災者の生活再建が大きく進む予定

です。 

 渡地域におきましては、災害公営住宅や新たな宅地、避難路等の整備に取り組んでいる

ところでございます。遊水地公園の整備や被災した学校施設等の跡地の利用につきまして

も、引き続き検討をしていくこととしております。 

 また、令和４年８月に、県の復興基金を活用させていただき、災害リスクの低い場所へ

の移転や自宅の安全対策を行う方を支援する制度を創設しており、移転等による被害対象

の軽減にも取り組んでいるところでございます。 

 以上でございます。 

 

八代河川国道事務所長） 

 八代河川国道事務所の宗でございます。 

 ３７ページをお願いします。ここから氾濫域での対策（ソフト対策）について説明いた
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します。 

 ３８ページをお願いいたします。 

 第５回球磨川水系水防災意識社会再構築会議の幹事会を令和５年３月１７日に、再構築

会議を令和５年６月２日にウェブ開催し、今後の進め方について確認しました。また、各

機関の取組状況について共有しました。代表的な取組としては、コミュニティーごとの防

災への備えと災害の際のタイムラインを事前に設定するコミュニティタイムラインを人

吉市、球磨村で実施しております。 

 ３９ページをお願いいたします。再構築会議における取組の確認状況でございます。ハ

ード対策の主な取組については、熊本県についても取組を実施していくということで修正

をしております。 

 ４０ページをお願いいたします。 

 ソフト対策の主な取組について、更新部分を赤字で追記しております。避難を判断する

ための情報伝達に関する事項について、気象台の取組を追加するなどしております。 

 ４１ページをお願いいたします。平時からの住民等の防災意識醸成に関する取組につい

て、国の取組を赤字で追記しております。 

 ４２ページ、４３ページについては、更新がございません。 

 ４４ページをお願いします。球磨川流域では、平成２７年度以降、右図に示す各種タイ

ムラインを作成することで、段階的に防災力向上を図ってきており、令和３年度には「球

磨川流域タイムライン」の暫定版を作成・運用しました。令和４年度においては、流域タ

イムラインのさらなる深化を目的に検討会等を開催し、球磨川本川・支川管理者等と自治

体がさらに連携したタイムラインへと深化させ、「球磨川流域（緊急対応）タイムライン

（令和４年度試行運用版）」を作成しました。 

 令和５年度からは、令和４年度の流域タイムラインを基軸に災害対応を行い、出水後の

実行動を踏まえてブラッシュアップを図ることとします。それにより流域全体で連携しな

がら防災力向上を目指します。 

 ４５ページをお願いいたします。ここからは平常時の水害リスクの周知についてです。 

 これまで、想定最大規模の洪水が起こった際や計画規模の洪水が起こった際の浸水範囲

については、洪水浸水想定区域図として公表しておりました。令和４年度に、現況及び河

川整備計画の整備段階ごとに多段階の洪水、具体的には確率規模１０分の１から河川整備

基本方針の洪水規模の洪水を外力として氾濫シミュレーションを実施し、その結果から得

られる浸水想定区域図を重ね合わせることにより、水害リスクマップを作成しました。 

 図の色分けですが、濃い紫が１０分の１の高頻度で浸水する範囲、ピンクが３０分の１

の中頻度で浸水する範囲、薄黄色の範囲が想定最大規模で浸水する範囲となっておりま

す。まちづくり等での活用に向け、今後自治体ごとのリスクマップを作成し、公表する予

定です。 

 ４６ページをお願いいたします。 

 令和２年７月豪雨時の浸水深を示す「洪水標識」を生活空間である「まちなか」に表示

することで、日頃から水防災への意識を高め、次世代に伝える記録として残しつつ、洪水

時に命を守るための住民の避難行動の目安とすることで、被害を最小限にとどめることを

目的に設置しております。現在までに３６箇所設置しましたが、今後も順次、被災箇所に
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設置を予定しております。 

 ４７ページをお願いいたします。 

 浸水体験装置や動画を用いて小・中・高等学校で、体験型の防災学習を開催しておりま

す。令和５年５月２９日には、八代市教育委員会とＮＰＯ法人防災ＷＥＳＴと連携し、中

学校で防災学習を実施しました。大雨・洪水時にどう行動したらよいか、参加者から保護

者へ呼びかけることにより、家族で避難行動を改めて考えてもらう場をつくり、早めの対

策・準備につなげる狙いがあります。 

 ４８ページをお願いいたします。 

 令和２年７月豪雨時のような計画規模を超える洪水が発生し、氾濫による浸水が発生し

た場合を想定し、速やかな、かつ的確な排水作業を行うため、排水ポンプ車等の配置に関

する「排水作業準備計画」を作成し、関係市町村に共有しております。排水作業準備計画

では、対象ブロックをどこに設定するか、アクセスルートをどこにするか、配置箇所はど

こにするかということを具体的に検討して整理しております。 

 ４９ページをお願いします。水防災フェスタということで、災害時の対処法を知り、地

域での水防災意識を高めることを目的に、防災の専門家、団体、行政などに参加いただき、

防災関連の展示や相談会を行いました。 

 ５０ページをお願いいたします。防災教育については、防災に関する事業支援を目的

に、学校の先生方を対象とした教育資材の紹介・提供を行うことにより、防災や避難時の

自助・共助について、学校の授業で正確な理解につなげることを目的としております。人

吉球磨理科教育研究会の理科専門の先生方の研修において講義と意見交換を行い、授業の

活用方法について議論を行いました。 

 ５１ページをお願いします。注意報・警報発表より早い段階において流域全体で危機感

を共有し、各自治体や各機関が早めに防災行動へ着手することを目的として、令和３年５

月１９日より球磨川流域タイムライン運用会議を開催しています。自治体からは「出水ご

とに気象台やタイムラインアドバイザーによる降雨の見立てを受け、早期の避難所開設の

判断の後押しになった」との御意見をいただいております。 

 ５２ページをお願いいたします。くまもと流域治水プロジェクトにつきましては、流域

治水プロジェクトを推進するため、県内の直轄の河川担当事務所、熊本県と連携し、流域

治水を知ってもらうためにパンフレットを作成しております。そして、各河川管理者の相

談窓口を開設しております。 

 別冊でお配りしておりますが、Ａ４サイズ５枚つづりのものが作成したパンフレットに

なります。熊本県内の主な流域の紹介から始まり、流域治水とは何か、自分や家族の命を

守る取組、地域で協力する取組、流域のことを考えた取組などについて紹介しておりま

す。 

 

川辺川ダム砂防事務所長） 

 続きまして、５３ページをお願いします。川辺川ダム砂防事務所による防災意識醸成の

ための出前講座等の説明となります。土砂災害防止月間に合わせて、地域の子供たちに出

前講座を実施しております。砂防模型を活用し、砂防堰堤の効果・目的、防災機器の説明

等を実施しております。 
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 ５４ページお願いします。五木村の歴史文化交流館において、防災展「土砂災害から守

る砂防」と題し、様々な取組を紹介する企画展を開催しております。今年も本日から７月

９日まで開催しております。 

 以上です。 

 

熊本地方気象台長） 

 ５５ページからは熊本地方気象台の取組でございます。 

 まず１点目は、大雨になる可能性がある場合に実施する気象解説について御説明いたし

ます。 

 気象台では、従来より台風が直接熊本県に影響を及ぼすことが想定される場合は、台風

説明会として、気象台において報道機関等への解説を実施するとともに、県庁での対策会

議等に職員を派遣して解説を実施してきましたが、これに加えて、大雨警報等の発表が想

定される場合には、ウェブ環境を利用した気象解説を実施しています。気象台の持つ危機

感を早い段階から市町村の防災担当の皆様にも共有を図ることで、自治体における早めの

防災対応などに活用していただくことを想定しています。 

 また、資料には記載してございませんが、令和２年７月豪雨の災害の後には、県庁及び

５つの市町村の災害対策本部に気象台の職員を直接派遣して、気象解説を実施してきまし

た。今後も同様の事態において速やかに職員を派遣できるよう、令和４年度に熊本気象台

の職員を４名増員して、体制強化を図っているところでございます。 

 続いて、５６ページです。２点目は気象庁が開発した自治体職員向けのグループワーク

コンテンツの御紹介です。 

 過去の豪雨災害事例を基にした気象シナリオを付与して、参加者が自治体の防災対応に

ついてグループワークで意見交換することにより、気象庁が発表する防災情報についての

理解促進を図っていただくものです。この資料に記載の通り令和４年度には球磨川流域５

市町村にも参加いただいております。防災担当者は人事異動で交替も想定されることか

ら、気象台では継続的な取組として令和５年度も実施する予定ですので、御案内の際には

ぜひ御活用いただきたいと思います。 

 最後に、気象防災アドバイザー事業について、５７ページで御説明いたします。 

 気象庁では、激甚化、頻発化する災害に対し、各々の地区における防災対応の判断を適

時・的確に行うための、地方自治体側の体制強化の方策として、気象防災アドバイザーの

活用促進に取り組んでいます。気象防災アドバイザーは、地域の気象に精通して、市町村

等において即戦力となることが期待される防災の専門家です。全国的に見ると、過去に甚

大な大雨災害に遭遇した新潟県の三条市や群馬県の前橋市、渋川市等に気象防災アドバイ

ザーが任用されておりまして、平時における普及啓発や防災訓練の企画だけでなく、緊急

時においては気象解説や避難情報に関する助言等で活躍しています。熊本県にも昨年度の

事業計画で、アドバイザー育成研修を受けて国土交通大臣から委嘱された方がいらっしゃ

いますので、市町村の防災担当部局にはこの気象防災アドバイザーの活用を御案内してい

るところです。 

 以上、気象台からの説明です。 

 



- 18 -

熊本県 危機管理監） 

 熊本県知事公室危機管理監の橋本でございます。 

 ５８ページをお願いします。 

 リアルハザードマップについては、令和５年３月時点で、国設置分と合わせて７６箇所

に設置しています。 

 マイタイムラインの普及については、各家庭への浸透を図るために、学校等と連携し、

マイタイムラインを活用した防災授業を実施しました。また、マイタイムラインの作成を

支援する動画を新たに制作し、専用ウェブサイトで公開しています。 

 県内全市町村を対象とした豪雨対応訓練については、市町村の災害対応能力の向上や連

携強化を目的として、今年度も出水期までに全市町村を対象に実践的な訓練を完了してお

ります。 

 避難行動要支援者の個別計画、住民参加型避難訓練の実施については、今年度も５月８

日から６月４日までの約４週間を「マイタイムラインを活用した避難訓練推進月間」と定

め、市町村における訓練の実施を後押ししています。人吉市などでマイタイムラインを活

用した住民主体の訓練が実施されております。 

 

熊本県 土木技術審議監） 

 熊本県菰田です。 

 ５９ページをお願いいたします。危機感共有と命を守る災害報道連携会議についてで

す。 

 取組と成果ですが、昨年度、本会議で発案された在熊のテレビ局５局が垣根を越えて、

共通のキャッチコピー「逃げるスイッチ、オン！」を用いた早期避難を呼びかけるテレビ

スポットが昨年５月から９月まで放送されました。このテレビスポットの取組は、令和４

年度水防功労者九州地方整備局長表彰を受賞されておられます。引き続き今年度も５月２

９日から９月３０日までの放送が予定されています。 

 また、大雨や台風が予想される直前に臨時のワーキンググループを開催し、気象台から

の情報提供や気象の専門家による解説、情報共有を実施しています。 

 特に昨年、台風１４号など被害が予想される際には、複数回、臨時のワーキングを開催

し最新情報の共有を図ることで、自治体における避難所開設や早期の避難情報の発信につ

ながりました。また、報道機関においては早期の報道体制の整備に役立ち、速報情報など

早期の発信につながりました。 

 今年度も報道機関と連携し、情報共有による防災・減災力の強化を推進して参ります。 

 以上です。 

 

熊本県 河川港湾局長） 

 熊本県の村山です。６０ページをお願いします。 

 市房ダムでは、ダム情報により災害時における住民の円滑かつ迅速な避難につなげるこ

とを目的に、さらなるソフト対策として情報伝達を強化・充実しております。 

 真ん中下段の訓練の強化・充実においては、ダム洪水対応演習を先月行いましたが、そ

れにより事前放流や緊急放流を想定した訓練を実施いたしました。右側の緊急時の情報発
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信の強化においては、今月から緊急時の住民への情報発信を強化するため、県の統合型防

災情報システム内の緊急放流開始などのダム操作に応じた新たな表示項目の追加や県防

災情報メールサービス、ＳＮＳを活用して、住民へ直接の情報発信を開始しております。 

 ６１ページをお願いいたします。 

 避難行動・水防活動に資する整備については、河川監視カメラ及び水位情報の発信とし

て、カメラや水位計の増設に取り組んでおり、今年度、人吉市の山田川など１１箇所にお

いてカメラの増設を施工中です。その他、洪水浸水想定区域図の作成公表や県ホームペー

ジ「防災情報くまもと」で、分かりやすく閲覧できるようポップアップ表示の改修をする

など、様々なソフトの対策を実施しております。 

 続きまして、右側を御覧ください。県では独自に土砂災害特別警戒区域、いわゆるレッ

ドゾーンからの移転促進事業にも取り組んでおります。右側中央の四角に記載のとおり、

令和３年度には１０件、令和４年度には９件を採択しまして、土砂災害の危険性がない地

域への移転促進を図っております。 

 

熊本県 土木技術審議監） 

 熊本県、菰田です。 

 ６２ページをお願いいたします。球磨川流域復興基金交付事業による支援についてで

す。 

 球磨川流域において、安全で安心して暮らすことのできる地域づくりを図る市町村の取

組を本基金により後押ししております。資料左に記載している「すまいの安全確保支援事

業」では、災害リスクの低い場所への移転及び現地再建の安全対策を行う住民に対し費用

を助成する市町村を県が支援しております。この事業は、昨年度の新規事業として追加し

たものですが、７市町村で事業化され、８５件の移転等が行われました。 

 また、資料右に記載している被災市町村が取り組む防災・減災ソフト対策等も支援して

おり、戸別受信機や防災倉庫の整備など、多くの活用をいただいております。引き続き市

町村のニーズに応じた支援を行って参ります。 

 以上です。 

 

福島副市長） 

 八代市でございます。 

 ６３ページをお願いします。本市の取組を自助、共助、公助に分けて説明します。 

 まず、自助の取組の推進としましては、令和３年度から市民の皆様にいち早く確実に防

災情報をお届けし、防災行動を取っていただけるよう、防災アプリの運用や戸別受信機の

貸出しなどを行っています。また、今年の２月には、「やつしろ防災フェスタ」を３年ぶ

りに開催いたしました。イベントでは、防災セミナーをはじめ、自衛隊、消防の車両や防

災資機材の展示、救命救急体験などを行い、約１,０００名の来場者の皆様に楽しみなが

ら防災について考えていただきました。 

 次に、共助の取組の推進としましては、令和３年度から八代市登録防災士制度を創設

し、防災士の資格をお持ちの市民の方に、地域の防災力の向上に御協力をいただいており

ます。現在７１名の方々に登録いただいており、防災アプリの周知や登録支援、防災啓発
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活動など市の取組をサポートいただいているところでございます。 

 また、令和４年度から自主運営避難所の登録制度を創設しました。これは、自治公民館

など地域の集会施設等を避難所として市に登録していただき、自主防災会の方々などが災

害時に自主的に開設し、避難者の把握や物資の配布など基本的な運営を行っていただくも

ので、令和２年７月豪雨で被害が大きかった坂本地区から先行実施しました。今年度は坂

本地区以外の山間地域へも展開したいと考えています。 

 最後に、公助の取組の推進としましては、本市の重点戦略に防災拠点施設の充実を掲げ

ております。まず、避難所の機能強化として、学校体育館等へのエアコン設置を順次進め

ており、令和７年度までに校区で１箇所ずつ整備することとしております。また、大規模

災害時の食料や資機材を保管し、避難者の早期支援を実現するため、市内の複数箇所に拠

点となる大型の防災備蓄倉庫の整備を進めております。 

 今後も災害に強く、安全・安心なまちづくりに向け、防災基盤の充実に取り組んで参り

ます。 

 以上でございます。 

 

人吉市長） 

 人吉でございます。 

 ６４ページをお願いいたします。令和２年７月豪雨災害を踏まえ防災避難情報の発信体

制強化に努めており、災害後に強化したものを御説明いたします。 

 まず、防災ラジオを各家庭と市内の事業者さんに配布をいたしました。次に、ポケコム

というのは避難所運営支援システムでございまして、ＱＲコードの読み込みにより避難所

の受付が簡単にできるものでございまして、指定避難所の混雑状況をスマホ等で確認する

こともできます。 

 次に、球磨川にかかっている橋にライティング防災アラートという、色の変化で視覚的

に川の水位の変化をお知らせし、早期避難行動を促すシステムを構築しております。防災

ポータルサイトでございますが、防災ラジオの情報やライティング防災アラートの情報、

それと河川情報や防災、避難情報などを集約し、一元的に見れるサイトを構築しておりま

す。 

 ６５ページを御覧ください。 

 体験型訓練や展示を通じて市民一人一人の防災意識を高め、防災力の向上を目的に総合

防災訓練を令和４年１０月に行いました。国、県、警察、自衛隊、消防、市消防団、医療

機関をはじめ関係団体の皆様など約６００人の方々に御参加いただき、それぞれの役割分

担の中で、他団体・機関と顔の見える関係が構築でき、これまでの訓練より実践的かつ効

果的な訓練ができたところでございます。 

 また、災害記録・検証誌でございますが、令和２年７月豪雨の災害の記憶を風化させる

ことなく、被害の状況やその対応の検証などを取りまとめ、今後発生が危惧される災害に

対しての備えや防災意識のさらなる向上を目的として作成をいたしました。 

 その他、総合防災マップの全世帯配布とウェブ版も本市ホームページに掲載をしており

ます。 

 人吉市の取組としては、以上でございます。 
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芦北町長） 

 芦北町でございます。 

 芦北町の令和４年度の主な取組について御説明をいたします。６６ページです。 

 まず、防災活動の核となりますコミュニティーを強化するために、自主防災組織や小・

中学校に対して防災講話及び防災教育を合計３３回実施いたしました。また、防災訓練に

ついても、豪雨想定や地震想定など想定を変えて実践的に３回実施いたしました。 

 次に、防災機能強化の観点から主要避難所の近傍に防災倉庫８基の設置を行いました。

避難所につきましても、多様な避難手段を確保するため、芦北インターチェンジ近くに高

台避難所を整備した他、ペット同行避難所の開設も行いました。さらに、避難を躊躇しな

いよう、地域の公民館を自主避難所として整備するため、地域防災力強化支援事業補助金

を創設し、自主防災組織等に対し、支援を行いました。 

 令和２年度に導入いたしましたドローンにつきましても、職員を対象に飛行訓練を定期

的に実施しておりまして、技術の習熟に努めています。 

 最後に、逃げ遅れゼロを目指すため、引き続き関係機関と連携を深め、様々な取組を行

いながら地域防災力の向上を図って参ります。 

 以上であります。 

 

錦町長） 

 ６７ページです。錦町です。 

 上段の写真に示すように防災訓練を実施しており、総勢９３１人の参加がございまし

た。上段写真の左側は、消防団が中継しながら防災ヘリに給水を行っているところです。

真ん中の写真は、本町にあります球磨中央高校の生徒さん３２名に参加していただき、そ

の意識を高めていただきたいということで参加をお願いしたところでございます。球磨中

央高校は浸水想定区域内に建っておりますので、令和２年７月の豪雨の際もグラウンドが

浸水しております。学校ではできない訓練も時には必要かと思っております。右の写真は

自主防災組織での炊き出し訓練の様子です。 

 それから、下段の記録誌でございますけれども、今回、令和２年７月の豪雨災害を後世

に伝え、今後も起こり得る災害に備えて活動をするということで、記録誌を全世帯に配布

しております。 

 それから、これには記載をしておりませんけれども、今年の５月には本町の職員と、錦

町にあります少年院の院生で、土のう袋３,５００袋を作って出水期に備えているところ

でございます。 

 以上です。 

 

あさぎり町長） 

 あさぎり町です。 

 ６８ページを御覧ください。あさぎり町の取組として、組織の力を活用した地域防災計

画の作成について説明いたします。 

 町は各防災関係機関及び町民が組織する様々な団体の協力を得ながら地域防災計画を



- 22 -

作成しております。まず、毎年１１月から４月にかけて、役場内で計４回実施している災

害対策検討会、そして、地域防災計画の修正の方向性を明確化していきます。その後、計

画修正の方向性を各防災機関で組織されている危機管理懇談会及び町民で組織する避難

所運営委員会設置に関する検討会で参加者と共有しながら地域防災計画を修正していき

ます。 

 画面の下段の赤枠は，地域防災計画の実行段階の写真です。左から年２回実施する災害

対策本部図上訓練、中央が昨年の台風１４号の対応状況です。そして、右側が避難所開設

運営訓練で、これは年１回、校区単位で実施しております。各訓練、災害対応ごとに振り

返りを実施することで課題を抽出し、組織の力で計画に反映していっております。 

 次の６９ページを御覧ください。伊賀川の内水対策です。 

 球磨川の支流でありまして、町管理河川の伊賀川におきまして内水被害の対策を進めて

いるところです。目的は、家屋における浸水被害の防止と農地における湛水被害の防止で

す。 

 取組状況につきましては、計画策定業務を令和４年８月に発注し、球磨川水系河川整備

計画とバランスを取るために、八代河川国道事務所及び球磨川河川課と連携を図りながら

対策方針について協議を進めているところであります。 

 以上で説明を終わります。 

 

日田副町長） 

 多良木町です。 

 資料は７０ページをお願いいたします。防災力向上に向けた主な取組を６点御紹介いた

します。 

 まず、７０ページ、上の枠囲み１点目、水防資機材を活用した訓練の実施でございます。

写真は左側でございます。町で備蓄しております水防資機材を活用いたしまして、消防団

に対する訓練を実施しております。 

 ２点目、水位周知河川以外のＬ２対応ハザードマップを全世帯に配布しておりまして、

併せてウェブ版ハザードマップにも公表しております。この公表をすることで、平時から

町民の皆様への理解促進に努めているところでございます。 

 続いて３点目でございます。浸水想定区域にお住まいの世帯への消防団、水防団による

戸別訪問を実施しておりまして、早期避難の重要性を周知しているところでございます。

写真右側でございますが、具体的な周知の内容としましては、ハザードマップの確認、市

房ダムからの貯留能力の半分情報の周知、また、学校などの指定避難所だけではなくて、

安全な場所にお住まいの親戚や知人宅への避難も検討してもらうなど、「くまもとマイタ

イムライン」などについてパンフレット等も用いて周知をさせていただいております。 

 ７１ページをお願いいたします。 

 次，４点目ですが、自主防災組織役員や防災士会、消防団を対象とした防災研修を開催

しております。防災研修については例年実施しておりますが、特に共助の要となる地区防

災計画の作成を進めております。現在、町の４７行政地区のうち４３行政区で作成を完了

しております。今年度中の全４７行政区における作成完了を目指して取り組んでいるとこ

ろでございます。 
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 ５点目、指定避難所（町民体育館）敷地内に大型備蓄倉庫を整備しております。本町に

おきまして、指定避難所で最大の収容人員となる多良木町民体育館の敷地内に大型の備蓄

倉庫を整備しております。 

 最後に６点目でございます。車中泊に対応した防災トイレです。シャワー室も含むもの

でございますが、これを整備しております。これは役場からもほど近い町の中心部にござ

います公園にシャワー室も備えた防災トイレを整備したものでございます。近隣には町の

多目的総合グラウンドの駐車場等もございまして、車中泊で避難される方に対応するため

整備したものであり、平時は公園の公衆トイレとして活用可能です。なお、先月１９日に

竣工いたしております。 

 引き続き、関係機関の御支援もいただきながら防災・減災に向けた取組を進めて参りま

す。多良木町の説明は以上でございます。 

 

湯前町長） 

 湯前町の長谷でございます。 

 ７２ページを御覧いただきたいと思います。自助・共助、公助の総合力向上に向けてと

いうことでございます。 

 本町におきましては、平成１８年から２０年にかけまして全ての地区に自主防災組織が

設立されておりましたが、設立後、防災に係る取組を行っている組織はほとんどなく、組

織の役員が誰かも分からない組織も少なくありませんでした。幸い、これまで本町におき

ましては自然災害による人的被害が発生していないということはとてもよかったわけで

ございますが、令和２年７月豪雨災害級の大雨、台風、南海トラフ地震等への備えという

ことで、昨年度は自助・共助の取組を行っております。 

 まず、熊本県危機管理課防災課にも御協力をいただきまして防災講話を開催し、２日間

で２１地区の住民の方に御参加いただいております。 

 ページを進めていただきまして、自主防災組織の活動を計画として整理し、地区住民に

周知するため、地区防災計画の作成にも取り組んでおります。こちらにつきましても、熊

本県危機管理防災課の御協力をいただいております。 

 地区防災計画の作成の研修を行い、２１地区で地区防災計画を作成したところでござい

ます。今春の各地区の総会でこの計画の内容を報告していただき、昨日の湯前町防災会議

におきまして、地区防災計画の概要の説明を行ったところでございます。地区防災計画が

作成できていない地区が２地区ございますので、今年度中に残りの２地区の防災計画の取

組で、作成率１００％を目指すところでございます。また、併せまして、防災士を増やす

ため、昨年度に引き続き今年度も防災士の取得に係る費用を全額支援することにしており

ます。 

 地区防災計画の作成によって、早速、今月４日には計画に基づき自主防災的に消火訓練

と防災講話を実施された組織もございまして、今後、他の地区への自発的な防災活動の広

がりを期待しているところでございます。 

 それから、最後になりますが、公助の取組ということでございます。昨年度は配備して

おります油圧ショベル等の重機の操作研修を消防署の職員、消防団員に対し行っておりま

す。技術系災害支援団体としての実績がある３団体に御協力いただき、災害現場における
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重機の取扱いについて指導をいただいております。 

 そして、ドローンに関する取組でございますが、資料の訂正がございます。新聞記事の

上に説明の文書で「レベル４に対応するドローンパイロットの養成」とありますが、これ

は「レベル４に対応する」のところを削除していただければと思います。 

 取組といたしましては、ドローンの災害や平常時の活用の将来性を見据え、以前より森

づくり活動で協力関係にある企業と、ドローンスクールに関しまして職員４名が参加し、

操縦技術証明書を取得しております。今年度はドローン飛行に関する手続の簡略化や安定

した操縦技術の取得、災害時や平常時の業務でも法令を遵守した安全飛行のため、国家ラ

イセンス２等を取得させるところでございます。 

 それから、最後になりますけども、資料はございませんが、Ｒ４年度におきまして防災

ラジオを全世帯、事業所ともに配布しております。また、防災訓練も実施したところでご

ざいます。 

 以上で説明を終わります。 

 

水上村長） 

 水上村でございます。資料は７５ページでございます。 

 本村の取組でございますが、スマートフォンアプリによる防災無線やホームページ情報

を提供するシステムを構築いたしております。現在、防災無線を整備しており、大型スピ

ーカーを村内に３６基、それから、全家庭に戸別受信機を配置しております。この戸別受

信機には録音機能がもちろんついておりますが、自宅に帰って操作しないと確認ができな

いということがありました。仕事の関係で村外に出られる方も非常に多く、リアルタイム

で災害の状況などの事前情報も入手する必要があります。そのため、情報発信の聞き逃し

を防止するためにも、情報を文字、音声、画像で配信して、３か月間保存されるアプリを

構築しているところでございます。 

 そして、このアプリでの公開型ＧＩＳにおいて、浸水想定区域や土砂災害警戒区域、避

難所なども確認することができるアプリでございます。これを本年の４月から本格運用し

ており、これを導入したことにより、情報入力を一元化することができますし、また、情

報配信の迅速化、それから業務効率化を図ることができていると思っております。 

 以上でございます。 

 

相良村長） 

 相良村です。７６ページを御覧ください。 

 相良村では令和４年度の事業といたしまして、防災ラジオの導入と屋外拡声装置の機能

強化の整備を行いました。防災ラジオの導入は、令和２年７月豪雨の際に、各家庭に配備

されていた戸別受信機が停電や光インターネット回線の断線などにより機能をせず、村か

らの情報提供ができませんでした。このことを踏まえ、今回導入した防災ラジオは無線

で、停電時には乾電池により機能し、避難時でも持ち運びができるため、防災情報の伝達

が確実に行うことができるようになりました。 

 防災ラジオの導入と併せて、これまで使用していた屋外の拡声機をアナログ無線からデ

ジタル無線に変更することで、より鮮明な音声で情報伝達ができるなどの機能強化を図り
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ました。また、災害リスクの大きい地域に新たに１基、屋外拡声器の整備を行い、防災情

報伝達の多重化を図りました。 

 以上でございます。 

 

五木村長） 

 五木村でございます。７７ページをお願いします。 

 まず１点目ですが、五木村では令和４年度にハザードマップを改訂しております。これ

までのマップは土砂災害を想定して策定しておりましたが、新たにＬ２を追加し、住民へ

全戸配布したところであります。また、ホームページ上で見られるようにもいたしまし

た。 

 ２点目です。大雨や台風などによる停電の際でも屋内で防災情報が受信できるよう、デ

ジタルの行政防災無線の戸別受信機を全戸、そして事業所に設置いたしました。 

 また、資料には掲載しておりませんけども、令和５年度におきましては、令和４年度の

行政座談会等で要望が大変多かったデジタル防災行政無線の屋外拡声器を村内３箇所に

新設をし、屋外における不感地域の解消を図りながら、確実に情報を届けるよう今進めて

いるところでございます。 

 以上でございます。 

 

山江村長） 

 山江村です。 

 まずは国、熊本県におかれましては、万江川の洪水氾濫対策事業をはじめ、様々な、ま

た、多額な財政支援を行ってもらっております。心から感謝申し上げます。 

 山江村においては、復興の計画をつくっておりまして、その計画に基づいてもろもろの

事業を展開しているということであります。 

 マイタイムラインを活用した防災教育ということで、各地域でマイタイムラインによる

防災教育を行っているということであります。 

 それから２番目は、７８ページから８０ページにわたっており、７８ページが文字、７

９ページと８０ページに写真等を載せております。 

 ウェブ版防災マップとありますが、「山江村Ｇ空間情報収集システム」の構築というこ

とで、これは以前からもろもろ各町村から報告がありました。ウェブ版で、もろもろの情

報収集ができる、また、災害発生時には、誰でも投稿でき、どこで何が起こっているか、

災害を確認できる仕組みをつくっております。 

 それから、情報化推進員等による地域情報連携ということですが、山江村には１６地域

の行政区域があります。その一つ一つに情報化推進員を置きまして、ｉＰａｄを持っても

らい、もろもろの災害情報を瞬時にＬＩＮＥＷＯＲＫＳのほうに送ってもらいながら、そ

の災害を確認していくということで、今までは災害が起きたという連絡の中で、役場が現

地に行き、現地で写真を写し、帰って写真を現像し確認するというような作業でしたが、

一瞬にしてそういう情報が分かるということでございます。 

 それから、総合防災マップの作成につきましては、防災マップが全地域で出来上がりま

したので、総合版のマップを作りました。ただ、今後もいろんな変更点がございますので、
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引き続きこの防災マップについては作成していきたいということでございます。 

 それから、災害に遭わない家づくりプロジェクトとして、これは、住民総参加型のイベ

ントですが、七夕飾りを作ったり、復興祈願の竹灯籠を作ったりしながら、住民と一緒に

そういうことをやっているということでございます。 

 それから、空き家地域自主避難所に対する固定資産の減免ということでありますけれど

も、空き家が特に万江地区は点在しておりますが、その空き家を避難所として指定すると

いうようなことをやっておりまして、その提供していただいた方には、村独自で固定資産

税を減免したいということでございます。 

 それから、復興ポータルサイトは引き続きということでありますけれども、鎮山親水と

して復興ポータルサイトを立ち上げており、その進捗状況、また、発災以来どういうふう

に変わってきたかという情報をポータルサイトで発信しているということです。 

 それから、ここに書いてありませんけれども、万江地域、いわゆる万江川沿いには、指

定避難所がございませんでした。山田までに二、三十キロを避難してもらっていたという

ことでありますが、今回、緊急防災の事業によりまして、自然休養村管理センターを大体

１億円ぐらいかけ、指定避難所として指定できる施設を５月末をめどとして整備予定で

す。大変ありがとうございました。 

 以上です。 

 

球磨村長） 

 球磨村でございます。８１ページをお願いしたいと思います。 

 球磨村では、梅雨期に向けて４月１８日に村民防災ブロック会議を開催し、５月１４日

には、住民が自ら考え実践する取組として、「全村民が避難について考える日」を実施し

ております。 

 次のページでございますが、住民と生徒・児童が一体となった共助・公助を主体とした

災害対応について、体験型の防災学習を「防災学習の日」として１２月３日に実施する予

定としております。これは、毎年１２月の第１日曜日を実施日として、これまでも実施し

ております。 

 その他、復旧・復興の様子や災害当時の検証資料などを掲載しました情報発信サイト

「アーカイブくまむら」の開設や語り部の育成など、災害の記録と記憶を後世に伝える取

組を実施しております。 

 最後のページになりますけども、球磨村では、梅雨時期や台風などの災害が多くなる時

期を迎えての施策はもちろんのこと、災害の比較的少ない１１月から２月までの時期を上

段図に示していますように防災意識維持期と設定し、防災学習の実施等に取り組んでおり

ます。このように、防災に関する取組を１年通して実施することによりまして、村民一人

一人の常日頃からの高い防災意識醸成を目指し、引き続き村としても取り組んでいきたい

と考えております。 

 球磨村からは以上です。 
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熊本県土木技術審議監） 

 熊本県の菰田です。 

 ８４ページをお願いいたします。「緑の流域治水」の取組等の見える化についてです。 

 球磨川流域の住民の皆様をはじめ、広く県民に情報発信するための見える化の取組とし

て、球磨川流域の地形や河川の特徴、緑の流域治水の取組内容を分かりやすく伝える動画

や立体地図、パネル、パンフレットを本年３月に製作しました。只今パンフレットについ

てはお配りさせていただいております。 

 次のページを御覧ください。 

 県民の「緑の流域治水」に対する理解や防災意識の向上を図るため、前のページで御紹

介した動画のＹｏｕＴｕｂｅでの配信や県教育委員会と連携した県内全域への防災主任

の先生方への説明、また、県内小・中・高等学校への動画の視聴やアンケート回答の依頼、

さらに、球磨川流域においては、防災会議や出前授業を通じて、防災関係者や児童・生徒、

教職員等へ直接説明を実施しています。 

 引き続き、様々な機会を捉えて、「緑の流域治水」の取組の情報発信を推進して参りま

す。 

 以上になります。 

 

司会） 

 御説明ありがとうございました。 

 それでは、説明内容について御質問や御意見をお受けしたいと思います。挙手にてお願

いいたします。 

 それでは、相良村、吉松村長お願いいたします。 

 

相良村長） 

 相良村の吉松でございます。初めにお礼を申し上げたいと思います。私はこの流域治水

協議会の第１回目から河川の掘削を強くお願いして参りました。よって、県、国におかれ

ましては、河川の掘削、仮設土のうを設置していただきまして、昨年の台風１４号のとき

に、非常に効果が現われ被害の拡大を防ぎました。今回、雨期を前にして、河川の掘削、

それと仮設土のうをまた追加で設置していただきました。非常にありがたく思っておりま

す。 

 今後も河川の掘削と堤防の強化をスピード感を持ってお願いしたいと思います。どうか

よろしくお願いいたします。 

 

八代河川国道事務所長） 

 八代河川国道事務所、宗でございます。御意見ありがとうございます。 

 河道の掘削、それから堤防の強化、そういったものは治水対策の要であるというふうに

考えております。しっかりと、県さんとも連携してそれぞれしっかりと対応して参りたい

と思いますので、引き続きどうぞよろしくお願いいたします。 
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熊本県 河川港湾局長） 

 県のほうでも河道掘削のほうをしっかり進めていきたいと思います。また、大きな出水

があると土砂が溜まったりするので、引き続き河道状況を注視しながら速やかに対応して

いきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

司会） 

 その他、御質問、御意見ある方、いらっしゃいますでしょうか。 

 それでは、人吉市、松岡市長お願いします。 

 

人吉市長） 

 ８４ページの熊本県の「緑の流域治水」の取組の見える化についてですけど、この動画

は、地理的特徴と洪水発生のメカニズム、そして、緑の流域治水の３部構成になっており、

非常に分かりやすいというふうに思っております。今後、小・中学校等で説明をされると

いうことですが、本市におきましても防災会議や新規採用職員等の講話などを行ってお

り、機を捉えて多くの方に御覧いただきたいというふうに思っております。 

 その中で、今日お手元に置いてあります立体地図についても、併せて小・中学校のクラ

スに配布などしていただくと、子供達も手に取って実際に分かりやすく、人吉球磨の球磨

川流域の地形等々の特徴を把握することができるのかなというふうに思っております。小

・中学校だったり、あとは例えばコミュニティセンターだったり、人の目の触れるところ

に立体地図の配布等々もお願いできればというふうに思います。 

 以上です。 

 

熊本県土木技術審議監） 

 熊本県でございます。御意見ありがとうございました。できるだけそういう御要望にお

応えしたいというふうに思っておりますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

 

司会） 

 では、錦町、森本町長お願いします。 

 

錦町長） 

 資料－３の２ページ目の河道掘削の話ですけれども、ちょうど川辺川と球磨川の合流地

点が錦町になるわけですけれども、この左上の図面を見れば、ちょうど合流地点の河道掘

削が赤印丸の完了箇所となっているようでございます。私は以前、この合流点につきまし

ては、できるだけ河道掘削といいますか、できれば遊水地みたいな形で掘り進んでほしい

というお願いをしておりましたけれども、それも含めたところのこれは完了かなと思いま

して、確認の意味でお尋ねするところでございます。よろしくお願いします。 

 

八代河川国道事務所長） 

 御意見ありがとうございます。八代河川国道、宗です。 

 この図の２ページでお示ししているところでございますけれども、「完了」と書いては
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おりますが、それで全てが終わったというわけではございません。一度掘削したところに

ついても、再度堆積すればそこは堆積土砂の撤去をしていく必要もありますし、まだまだ

掘っていかなければいけないような場所もございます。引き続き、いろいろと御意見を伺

いながら、河道掘削もしっかりと進めて参りたいと思います。どうぞよろしくお願いいた

します。 

 

司会） 

 その他、御質問、御意見ある方はいらっしゃいますでしょうか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

司会） 

 資料－４が残っておりますので、その後でも御質問をお受けしたいと思います。 

 続きまして、資料－４でございます。資料－４につきましては、八代河川国道事務所、

熊本県、熊本地方気象台の順番に御説明をよろしくお願いいたします。 

 

八代河川国道事務所長） 

 右肩に「資料－４」と記した資料を御用意ください。その他情報提供について御説明を

させていただきます。八代河川国道事務所、宗です。 

 １ページをお願いいたします。 

 流域治水を推進していくにあたり、流域治水に携わるスキル向上を図るために、国交省

全体の取組として、先週６月２日でございますが、福岡市内で九州内の関係者を対象に、

流域治水に係る地方行政担当者向け意見交換会をウェブ併用形式にて開催したところで

す。 

 全国的な先進事例の紹介・共有の他、佐賀県は六角川で令和４年度に特定都市河川の指

定がなされた中で、佐賀県と武雄市の実務担当者から工夫した点、苦労した点など報告し

ていただきました。また、今年３月からは、流域治水の推進に取り組む企業をオフィシャ

ルサポーターとして認定する制度の創設、また、流域治水のロゴマークの策定などの新た

な取組も行っており、さらなる普及・広報に努めていきます。 

 ２ページをお願いいたします。 

 河川管理者のパートナーとして、河川の維持、河川環境の保全などの河川管理につなが

る活動を自発的に行っている民間団体等の方々を河川協力団体として指定しております。

日々意欲的に活動していただいているところでございまして、球磨川流域でも３団体が河

川協力団体として活動していただいております。 

 流域治水の観点でも活動の幅を広げて、啓発活動などに取り組んでいただけるように、

今年２月に共同宣言を九州内の全３６団体と取り交わさせていただいたところです。様々

な流域に関係する皆様方と共に、流域治水のより一層の推進につなげればというふうに考

えております。 

 ３ページをお願いいたします。 

 こちらは先月、５月１３日に開催いたしました「ＦＵＮ！くま川・ひとよし」と題して

行った、人吉かわまちづくり社会実験の紹介でございます。あいにくの雨混じりでありま
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したが、多くの方に来場していただきました。河川改修の際には、このような利活用の場

の創出、近づきやすい水辺といった魅力ある地域づくりに、グリーンインフラ、そういっ

た観点からも取り組んでいるところでございます。 

 

熊本県 土木技術審議監） 

 熊本県の菰田です。 

 ４ページをお願いいたします。球磨川流域大学構想についてでございます。 

 この構想は、球磨川流域を一つのキャンパスと位置づけ、流域の魅力ある自然や恵みを

生かした様々な学び、研究、交流の場を創出し、若者が残り集まる、魅力ある地域の実現

を目指すものです。 

 現在、各テーマに沿った取組が進んでおり、上段左側の最先端の治水研究の推進では、

産学官民の連携として、ＭＳ＆ＡＤホールディングスの御支援により、熊本県立大学、相

良村、球磨湿地研究会等が連携した湿地保全活動が行われており、今年度は保全した湿地

をフィールドとした治水研究が予定されています。 

 上段右側の地域課題の解決では、大学コンソーシアム熊本の政策アイデアコンテストに

参加した学生たちを球磨村が村に招き、若手職員と意見交換を行うなど取組に広がりが見

られています。 

 下段の学び・交流の場の創出では、人吉高校における新たな学びの創造として、県立大

学のオンライン講座、球磨川流域圏バーチャルキャンパスの全１７講座を人吉高校の１年

生全員が受講するなど、新たな学びの機会が創出されています。 

 引き続き、こうした取組を球磨川流域全体に波及させていくことで、魅力あふれる地域

の実現につなげていきたいと考えています。 

 以上です。 

 

熊本県 危機管理監） 

 熊本県の橋本でございます。 

 ５ページをお願いします。防災センターの整備についてです。 

 先月オープンした防災センターにおいては、熊本地震や令和２年７月豪雨を踏まえ、建

物の耐震性の向上と災害対策本部やオペレーションルーム等の主要な指令機能の低層階

への配置、災害対応スペースの拡充などを行いました。 

 オペレーションルームについては、自衛隊、警察等の活動部隊に加え、電気・ガス等の

ライフライン事業者等を配置できるよう拡充し、また、各機関の専用活動室を新設するな

ど、以前の約３.３倍の広さを確保しております。 

 また、１階の展示・学習室では、令和２年７月豪雨など自然災害の記録をはじめ、過去

に県内で発生した大規模災害の経験や教訓、災害発生のメカニズム、防災の取組を展示パ

ネルやプロジェクションマッピング、ＶＲなどにより学ぶことができるようになっており

ます。 

 以上です。 
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熊本地方気象台 流域治水対策係長） 

 気象台流域治水対策係のほうから、今年の梅雨の見通し、今年度の改善事項について御

説明させていただきます。 

 ７ページをお願いします。まず初めに、今年の梅雨の見通しについてお話しさせていた

だきます。 

 ８ページをお願いいたします。 

 今年の梅雨の見通しをお伝えする前に、熊本県を含む九州北部地方の一般的な暖候期の

経過についてお話しいたします。九州北部の梅雨入りは、平年で６月４日頃ですが、冒頭

に蒲島知事からも御発言がありましたとおり、今年は例年よりも６日早く５月２９日頃梅

雨入りしました。７月になりますと、梅雨前線が九州北岸付近まで北上し、特に梅雨末期

にかけては非常に暖かく湿った空気が流れ込み、大雨になりやすい時期となります。平年

で梅雨明けは７月１９日頃ですが、梅雨明け後も上空の寒気や湿った空気の影響で、雷

雨、局地的な大雨、豪雨の発生や、９月にかけては台風の上陸、接近が多い時期となりま

す。 

 ９ページをお願いいたします。 

 熊本県の梅雨の特徴ですが、資料右側に梅雨時期及び年降水量の分布図がございます。

その中で、特に球磨川流域、青色の破線で囲んだ部分ですが、右上の年降水量分布図で見

ますと、おおむね２,５００から３,０００ｍｍ以上の年間降水量となっております。ま

た、梅雨時期に降る雨の量は、球磨川流域では平年で１,０００から１,４００ｍｍ程度と

なっており、年間降水量の４割を超える雨がこの時期に集中して降っております。統計資

料から見ましても、熊本県では球磨川流域を含め梅雨時期にまとまって雨が降る特徴があ

ることから、他県に比べましても、梅雨時期に集中豪雨などによる土砂災害、洪水被害を

受けるリスクが大きいと言えます。 

 １０ページをお願いします。以上を踏まえまして、今年の梅雨の見通しを御説明しま

す。 

 ６月から８月の３か月を通しては、気温は平年並みか高く、降水量はほぼ平年並みの見

込みです。ただ、平年並みでも、球磨川流域では梅雨時期１,０００ｍｍを超える降水量

が見込まれますので、自治体及び関係機関の皆様におかれましては、今年の出水期も大雨

に対する備えをよろしくお願いいたします。 

 また、今後、エルニーニョ現象が発生する可能性があり、エルニーニョ現象が発生した

場合、降水量が多くなる可能性もあります。次回の３か月予報は６月２０日に発表されま

すので、最新の情報を御確認ください。 

 では、１１ページをお願いします。線状降水帯に関する情報について御説明させていた

だきます。 

 １２ページをお願いいたします。 

 線状降水帯に関する情報につきましては、これまで令和３年６月から顕著な大雨に関す

る気象情報で、線状降水帯というキーワードを用い、災害発生の危険度が急激に高まって

いることをお伝えするとともに、気象庁ホームページの雨雲の動きで、線状降水帯の大ま

かな発生位置を赤枠の楕円で囲んでお伝えしてきました。また、令和４年６月から線状降

水帯の発生予測ができた場合に、半日程度前から九州北部地方といった地方予報区単位で
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発生の可能性を呼びかけてきました。 

 １３ページをお願いいたします。 

 この線状降水帯に関する情報につきまして、今年度の改善取組として、線状降水帯によ

る大雨の危機感を少しでも早くお伝えすることを目指し、これまでより最大で３０分程度

早くお伝えする取組を今年の５月２５日から開始いたしました。直近の予測で条件を満た

した場合、気象庁ホームページの雨雲の動きと今後の雨で、大まかな位置を赤色の楕円破

線で囲ってお伝えします。 

 先日、四国から近畿、東海地方にかけて線状降水帯が発生したときにも、予測で赤色の

楕円が表示されました。また、発表要件を満たした場合の事例についても、過去１年分を

気象庁ホームページで御覧いただけるようになります。 

 これらの新たな情報も防災活動の一助として御活用いただければ幸いです。 

 最後に口頭にて、直近の気象状況について簡単に補足させていただきます。 

 熊本県でも、本日も低気圧の通過によって、一部で激しい雨となることが予想されてい

ます。明日には一時回復しますが、８日木曜から９日金曜日にかけてもまとまった雨が予

想されており、大雨警報となる可能性があるということで、既に注意喚起をしているとこ

ろでございます。気象台では、段階を追って防災情報を発表し、大雨に関する危険度をお

知らせします。先ほど御説明したウェブを活用した気象解説も実施しますので、常に最新

の防災情報を入手いただくようお願いします。 

 以上です。 

 

司会） 

 はい、御説明ありがとうございました。 

 それでは、資料－４及び全体を通じて御質問、御意見等ございましたらよろしくお願い

いたします。よろしいでしょうか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

司会） 

 はい、ありがとうございました。 

 それでは、以上をもちまして予定しておりました議事が全て終了いたしました。 

 最後に、お二人より一言ずつ御挨拶をお願いしたいと思います。 

 まずは、蒲島熊本県知事、よろしくお願いいたします。 

 

熊本県 知事） 

 本日は流域治水プロジェクトの進捗状況について、国、流域市町村の皆様から御説明い

ただき、「緑の流域治水」のプロジェクトが着実に進んでいることが確認できました。 

 私が令和２年１１月に表明した「緑の流域治水」は、流域のあらゆる関係者が協働し、

流域全体の総合力で安全・安心を実現する取組です。この推進に当たっては、流域住民の

皆様の御理解、御協力が不可欠であります。 

 会議でも報告がありましたが、県では「緑の流域治水」の見える化に取り組んでおり、
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制作した動画や立体地図などを活用して、広報・啓発に取り組んでおります。今後も丁寧

に説明を行いながら、住民の皆様の「緑の流域治水」への理解を一層深めるとともに、流

域治水プロジェクトに基づく対策を着実に推進して参ります。 

 そして、会議では、熊本気象台から今後の梅雨の見通しなどについて丁寧な御説明をい

ただきました。球磨川流域の安全・安心を確保するためには、国・県・市町村をはじめと

する関係機関が緊密に連携し、危機感を持って対応することが重要だと思います。県とし

ても、逃げ遅れゼロを目指し、確実な情報伝達と住民の避難行動につながる取組を実施し

て参ります。今後とも、関係機関の皆様としっかりと連携を図りながら「緑の流域治水」

を推進して参りますので、よろしくお願いいたします。 

 最後になりますが、これまでダム問題に影響を受けてこられた五木村、相良村の振興は

欠かすことができません。流域市町村の皆様におかれても、両村の振興について御理解、

御協力をよろしくお願いいたします。 

 本日は誠にありがとうございました。 

 

司会） 

 ありがとうございました。 

 続きまして、九州地方整備局、藤巻局長よりよろしくお願いします。 

 

九地整 局長） 

 藤巻でございます。 

 今日の御参加いただいた皆様方には本当にありがとうございました。 

 各機関の取組が着実に推進されることにつきまして強く実感できましたし、一方で、令

和２年の７月洪水対応を目指そうと思いますが、まだまだやらないといけないことがたく

さんあるなということを改めて感じたところでございます。 

 また、強く再認識させていただいたのは、やっぱりまちづくりと治水対策というのは一

体でやらなければいけないなということももちろんでありますし、ハード対策とソフト対

策を一体としてやっていかなければいけないということも強く感じたところでございま

す。そういう中で、私ども整備局ももちろんしっかりやっていこうと思いますが、参加さ

れた皆様方にぜひ改めてお願いをしたいことが２点ございます。 

 １つは、本日の特に資料－３の中には、それぞれの機関において熱心に取り組まれてい

る取組がよくよく書かれておりました。ぜひですね、気になった、これはいいなと思うと

ころがあれば、いいとこ取りで横展開やまねてみるということも大事だなということはつ

くづく思ったところであります。 

 もう１つは、例えば何かの計画をプランニングできましたといったときに、プランニン

グをして終わりでは当然なくて、それを実際やってみて、何かいかんなというところがあ

って、それを直していくＰＤＣＡサイクルをしっかりと訓練なりの中で、お互い高め合っ

ていこうということを強く感じました。また、まさにこの建物の１階がそうであります

が、災害の伝承、伝えていくということの大切さも強く感じたところでございます。 

 先ほど気象台長からお話ありましたとおり、既に梅雨入りしておりますし、先般の台風

２号では、和歌山の海南や、愛知の豊橋、静岡の磐田、その辺りで甚大な被害が発生いた



- 34 -

しました。まだまだ梅雨期、その後の出水期、台風期も続きますので、整備局として、高

い緊張感を持って、皆様とも一体となって、地域の安全・安心、防災をしっかりやってい

きたいなと改めて思ったところでございます。 

 続きまして、先ほど知事もおっしゃっておられましたが、やはり、五木村、相良村の振

興というのは、これはもう待ったなしのところかと思います。整備局としても全力を尽く

して参りたいと思っておりますし、熊本県さんから権限代行で頂戴しております国道２１

９号をはじめとする１００キロにわたる道路は、西瀬橋は何とか開通できましたけども、

残り９つの橋の架設、そういったものもしっかりやらせていただけなければいけないなと

いうことを改めて感じました。また、ＪＲの肥薩線なり球磨川鉄道なりの鉄路の復旧にあ

たりましても、整備局として全力で御支援申し上げたいと思っているところでございま

す。 

 結びとなりますが、皆様のお力も大いにお借りしながら、整備局としても全力を尽く

し、被災地をはじめとする球磨川流域における、生活の場であったり雇用の場であったり

就学の場であったり、そういったものをしっかりと確保していく、そういう中で地域にお

ける創造的復興が全体として成し遂げられるよう、整備局としても微力ながら努力するこ

とを改めてお誓い申し上げまして、甚だ粗辞でございますが、結びに当たってのお礼の言

葉とさせていただきます。 

 本日は本当にありがとうございました。 

 

司会） 

 ありがとうございました。 

 本日の会議の議事概要につきましては、後日ホームページにて公表させていただきま

す。また、会議中に資料の修正等の意見もございましたので、併せて修正したいと思いま

す。また、資料中に、新聞記事等の引用写真について出典の記載が不足しているところも

ございました。そういう点を改めて確認させていただきまして、修正の上、掲載させてい

ただきたいと思います。 

 それでは、これをもちまして、第７回球磨川流域治水協議会を閉会といたします。本日

はありがとうございました。 

 

―― 了 ―― 


